
Twitterアカウントの判別
B2 ⾦⼦侑紀



動機
•フォローが多くて情報が追いにくい
•リストに⼊れるのを⾃動でやってほしい

•リストごとにトレンドを取得したい（⽬標）



⼿法
•フォロー関係があるかどうかで判別する

•同じ傾向のツイートがあるかどうかで判別する



⼿法
•フォロー関係があるかどうかで判別する
→ネットワーク分析(19章)

•同じ傾向のツイートがあるかどうかで判別する
→形態素解析＋クラスタ分析
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→ネットワーク分析(19章)

•同じ傾向のツイートがあるかどうかで判別する
→形態素解析＋クラスタ分析



まずはツイートを集める
• タイムラインのツイートを取得

• python + Tweepy



Rで形態素解析
• RMeCabを使う



Rで形態素解析
•類似したツイートをしている⼈を探したい

•同じ名詞をツイートする⼈を同グループに分類する



Rで形態素解析



RMeCab
• docMatrix(ディレクトリ名, pos=c("名詞"))

•返り値はターム⾏列

• 指定したディレクトリに含まれるすべてのファイルについて単語の出現頻度をまとめた
リストを作成する



ターム⾏列
•複数のドキュメント（D_i）をまとめ、⾏列にしたもののこと。
ドキュメント内に表れるターム（T_j）の頻度と各ドキュメン
トを成分(D_ij)とします。タームは形態素で表現されます。

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%B7%C1%C2%D6%C1%C7


クラスタ分析
library(RMeCab)
data<-docMatrix("data/",pos=c("名詞"))
data.d<-dist(t(data))
clust<-hclust(d=data.d)
plot(clust)





無理

•全然うまく分けられない（細かくなりすぎてしまう）

•⾃分が別のグループだと認識している⼈も同じような発⾔をし
ている



⼿法
•フォロー関係があるかどうかで判別する
→ネットワーク分析(19章)

•同じ傾向のツイートがあるかどうかで判別する
→形態素解析＋クラスタ分析



ネットワーク分析

•何らかの関係の有無及びその度合いを調べるための分析⼿法



ネットワーク分析
•⾃分がフォローしているユーザーについて、フォロー関係の有
無を調べる

•教科書で説明されていたigraphを⽤いる



ネットワークの作成

library(igraph)
d <- read.table("clustdata.txt")
g <- graph.data.frame(d,directed = FALSE)
plot(g, vertex.label="",vertex.size=10)





コミュニティ分析

eb <- edge.betweenness.community(g)
V(g)$color <- eb$membership
plot(g,vertex.label="",vertex.size=10)





•いいバランスに分かれている（気がする）

•当初の⽬標だったトレンドの取得をやってみる



頻度分析
eb1<-RMeCabFreq("eb1.txt")
eb1<-eb1[eb1$Info1=="名詞",]
eb1<-eb1[eb1$Info2=="⼀般"|eb1$Info2=="固有名詞",]
eb1<-eb1[order(eb1$Freq,decreasing = T),]
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